
​フィジカルAI／ロボット事業人材の共同育成・案件連携に関する​

​協力パートナーシップ基本合意事項​

​合同会社ヤマリキエッジ（以下「甲」）と、本合意事項に同意するパートナー企業（以下​
​「乙」）は、フィジカルAIの台頭により産業・社会構造の転換が急速に進むなか、ロボット​
​事業に携わる人材の育成および案件連携を通じて、国内ロボット産業の発展に共同で貢献す​
​ることを目的として、以下のとおり合意します。​

​第1条（目的）​

​本合意は、ロボット事業領域における人材不足の解消および実践力の向上が急務の課題とな​
​るなかで、甲が運営する「RobotMateHub」を通じた人材育成・案件連携の取り組みを、乙​
​が協力企業として支援することを目的とします。​

​第2条（協力内容）​

​甲および乙は、以下の事項について相互に協力するものとします。​

​１　​​案件の優先連携​​乙は、ロボット事業に関連する業務案件（導入支援・運用・販売・保​
​守等を含む）について、一般公募に先立ち甲に優先的に情報提供するよう可能な限り努める​
​ものとします。​

​２　​​育成へのフィードバック​​乙は、甲が育成する人材に対し、現場視点からの意見・評価​
​を可能な範囲で提供し、カリキュラム改善に協力するものとします。​

​３　​​情報提供​​甲は、乙に対して月次でRobotMateHubの活動状況・育成人材の進捗に関する​
​ニュースレターを提供します。​

​第3条（費用）​

​本合意に基づく協力活動は、原則として無償とします。なお、案件成約時の報酬・費用につ​
​いては、別途個別契約にて定めるものとします。​

​第4条（名称・ロゴの使用）​

​甲は、乙の企業名およびロゴをRobotMateHubの協力パートナーとして、ウェブサイト・資​
​料・広報物等に掲載することができます。乙は合理的な理由なく承諾を拒否しないものとし​
​ますが、乙が甲に申し出た場合、甲は速やかに対応するものとします。​

​第5条（秘密保持）​

​甲および乙は、本合意の履行に際して知り得た相手方の業務上の情報を、本合意終了後3年​
​間、第三者に開示・漏洩しないものとします。ただし、公知の情報または開示者から事前に​
​書面で承諾を得た情報はこの限りではありません。​

​第6条（有効期間）​



​本合意の有効期間は、同意日より1年間とします。期間満了の1ヶ月前までに甲乙いずれから​
​も書面による異議の申し出がない場合、同一条件でさらに1年間自動更新されるものとし、​
​以後も同様とします。​

​第7条（反社会的勢力の排除）​

​甲および乙は、現在および将来にわたって、反社会的勢力に該当しないこと、またそれらと​
​関係を持たないことを相互に表明し、保証します。​

​第8条（協議・管轄）​

​本合意に定めのない事項または解釈に疑義が生じた場合は、甲乙誠意をもって協議の上解決​
​するものとします。なお、訴訟が必要な場合は東京地方裁判所を第一審の専属的合意管轄裁​
​判所とします。​

​以上の内容に同意の上、申し込みフォームよりご送信ください。​

​甲：​
​東京都渋谷区道玄坂１丁目１６－６ 二葉ビル８Ｂ RobotMateHub 運営事務局​
​合同会社ヤマリキエッジ​
​代表　山本 力弥​

​乙：​
​（住所）​
​（会社名）​
​（代表者役職・氏名）​


